
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見られたそうです。 

さて、大水の際の漂着神を祀った場

所は市内にもうひとつあります。多摩

市一ノ宮の堰宮
せ き み や

神社は、洪水により流

されてきた社を祀ったとされる神社で

す。社は青柳(現・国立市)からのもの

だったという伝承があります。｢青柳

村｣はかつて一ノ宮と地続きにあった

とされた村ですが、江戸時代初期の万

治・寛文の洪水で村が流され、現・国

立市側に移転したという経緯を持ち、

実は一ノ宮や多摩川ともゆかりの深い

地でもあります。 

堰宮神社の創建年代は、これまで「明

治 3 年(1870)の洪水で流されてきた」

という伝承があったことから明治 3 年

頃と考えられてきました。しかしその

後、｢寛永拾□｣年(1635~1642)の年号

が記された棟札の記録が残されている

ことから、江戸時代の初期には既に存

在していたと推測されるようになりま

した。なお、堰宮は、｢せき｣という読

みがあることから、咳止めに効能があ

るという信仰もされてきました。 

これらの多摩川流域に見られる漂着

神の伝承からは、幾度もの洪水にさら

されてきた地域の歴史を垣間見ること

ができるのです。 

参考文献：森秋子「水とのつきあい、水にまつわる 
信仰・儀礼―堰宮神社や井戸を中心に

－」（公益財団法人多摩市文化振興財団
2015『一ノ宮と水のあるくらし』より）、
財団法人多摩市文化振興財団 2005『武

蔵国一之宮』、同 2007『関戸合戦』 

前回、洪水のお話をしましたが、多

摩川流域には洪水にともなう漂着物を

祀っている場所があります。こうした

漂着神の話を 2 例ご紹介しましょう。 

最初にご紹介する九頭龍神社は、現

在、聖蹟桜ヶ丘駅南側の九頭龍公園の

一角に祀られていますが、これは昭和

61 年(1986)の区画整理により移転し

た場所で、昭和 58 年(1983)までは川崎

街道の北側の地にありました。 

九頭龍神社は、中世の大洪水の際に

川上から流れてきた「九つの頭を持つ

龍のようなもの」を御神体として祀っ

たことに始まるともいわれています。

多摩川支流の秋川をさかのぼった檜原

村には「九頭龍神社」という同名の神社

があるため、何か関係があるのかもし

れないと指摘されています。 

多摩市の九頭龍神社は、明治 43 年

(1910)の洪水の際に水没を免れまし

た。この時は、多摩村でも多くの耕地

や屋敷があたり一面水没するなか、小

野神社と九頭龍神社の屋根だけが見え

ていたという回想がされています。こ

の水没を免れたことから、九頭龍神社

は大水を鎮める神としても信仰されま

した。また、子どもの歯痛を治す神様

としても知られており、子どもたちは 

歯が痛いと山の

萩の束を持って

行って祈願し、

治ると御礼に山

の萩の束を供え

たそうです。そ

のため、移転前

の九頭龍神社に

は山の萩がよく 

この約２年、新型コロナウイルスと

いう小さな微生物に翻弄され続けてき

ました。クルーズ船内の感染、国内で

初めてウイルスが確認されてからは、

あっという間に私達の生活が一変して

しまいました。 

手洗いとマスク、３密を避ける行動

しか身を守る術がなかった昨年は、可

視化できない敵とやみくもに戦ってい

るような不安と恐怖が日本を覆ってい

たような気がします。 

しかし、完成するまでに数年かかる

といわれていたワクチンは、人類の英

知により実用化に至り、今現在、世界

中の多くの人の命を救っていると言っ

ていいでしょう。 

日本のこのたびの第 5 波は、感染力

の強いデルタ株に置き換わっていたこ

とと、医療ひっ迫などが重なり自宅療

養者が急増、併せて家庭内感染が爆発

的に起こり、これまでにない陽性者数

となりました。感染者に対する電話診

療や在宅医療などで対応もしました

が、都内では若年自宅療養者の死亡例、

在宅酸素を導入し入院を待つなど、お

よそ先進国とは思えない事態となりま

した。 

デルタ波といえども高齢者の感染者

数の減少などワクチン効果を評価する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、ブレイクスルー感染(2 回接種完

了者の感染)も話題にのぼりました。 

ワクチンには感染予防、重症化予防

があると言われていますが、一開業医

としては、家庭内感染の中での陰性だ

った方がワクチン接種完了者であった

という症例を数回経験し、感染予防と

してのワクチン効果を実感した波でも

ありました。長期的なワクチン効果は

これからも引き続き検証されていくと

思います。 

多摩市では、かなりのピッチでワク

チン接種が進みました。最初は医療側

もかなりこわごわでしたが、皆さんが

少しでも早く安心していただけるよう

行政と協力し合ってここまでやってき

ました。ワクチン接種は当然強制する

べきものではありませんが、誤解も多

いのかなと思うことがあります。正し

く理解の上、判断をしていただきたい

なと思っています。 

今後はワクチン接種完了者の増加に

伴い、新しい生活様式が日本でも本格

化していくと思います。ワクチン接種

と、他に何が感染拡大抑制に重要なの

か見えてくるのではないでしょうか。 

先日鶴牧西公園内を歩くと、芝生で

多くの家族連れがマスクをしながらス

ポーツやお喋りを楽しんでいました。

2 年前のひっそりとした薄暗い街を思

い起こすと、感染対策しながら楽しん

でいる様子に少し安心しました。 

しょうぶかん 
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多摩市立唐木田コミュニティセンター 〒206-0034 多摩市鶴牧 6 丁目 14 番地 TEL: 042-338-6333  休館日：第 2・第 4 月曜日 

※唐木田図書館休館日：毎週月曜日、祝祭日 ※和カフェ：当分の間休業 

橋場万里子  多摩の歴史さんぽ（２９） 

 

多摩川の水害にまつわる話～九頭龍神社と堰宮神社 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩(公益財団法人多摩市文化
振興財団)学芸員。東京都立大学、東京医療
学院大学、お茶の水女子大学非常勤講師。 

新型コロナウイルス 

新垣美郁代  診察室から見えること（1） 

筆者紹介：新垣美郁代(あらがき みかよ) 
鶴牧１丁目新都市センタービル新垣内科
外科クリニック院長。専門は消化器内科。
外来のほか訪問診療も行っている。 
10 歳の頃から多摩市在住。 現在地の九頭龍神社 2006 年 9 月撮影 

鶴牧西公園 

鶴牧西公園 
 



                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもたちの Xmasカード展 

～ Xmasに願いを込めて ～ 

☆期 間：11 月 23 日(火)～12 月 26 日(日) 
☆場 所：１階ギャラリー 

☆作 品：南鶴牧小学校児童 

大松台小学校児童 

☆主 催：文化部会 

  

ハロー From Shobukan からきだ菖蒲館広報紙 

次号は 1 月 3 日 発行予定 

 

  

 

 

 

 

日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 121 回 11 月 21 日(日) 9:00～11:00 

     第 122 回 12 月 19 日(日) 9:00～11:00 
毎月 1 回実施(原則第 3 日曜日)     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会 

 
※問合せ・申込：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、駅前広場や菖蒲館は四季折々、

様々な草花でいっぱいです。お気軽にご参加下さい。 

☆日 時：11 月 20 日(土) 10:00～ 
     12 月 18 日(土) 10:00～ 

 

 

 

☆場 所：菖蒲館玄関前 

☆主 催：まちづくり部会 
※この活動は一般財団法人セブン-イレブン記念財団の助成を受けています 

 

菖蒲館からのお知らせ 

各イベントは新型コロナウイルスの感染状況に 

より中止にすることもあります。 

最新の情報は、電話、掲示板およびホームページ 

でご確認ください。 

来館時には手指の消毒とマスクの着用を。 

貸室使用時には十分な換気の確保と、 

使用後の消毒・清掃にご協力ください。 

菖蒲館ウォーキング 

～ 多摩川交通公園方面 ～ 

☆日 時：11 月 2 日(火) 9:30 菖蒲館集合 

☆コース：菖蒲館～乞田川～熊野橋～交通公園 

                

～ 昭和記念公園イチョウ並木 ～ 

☆日 時：12 月 3 日(金) 9:30 菖蒲館集合 

☆コース：菖蒲館～モノレール･多摩センター駅～ 

立川北駅～昭和記念公園・散策(現地解散) 

 

 

                

～ ロウ梅を愛でる（予告） ～ 

☆日 時：1 月 19 日(水) 9:30 菖蒲館集合 

☆コース：菖蒲館～小山田緑地方面 

 

 

☆定 員：20 名 当日受付 

☆参加費：100 円(保険代ほか) 

☆持ち物：タオル、飲み物、帽子等 ※マスク着用 

☆主 催：健康･スポーツ部会 

※詳細は掲示板・ホームページに掲載 

福祉なんでも相談会 

～ 福祉、介護、認知症ほか 気になる事、悩み事、 

     どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時：11 月 16 日(火) 14:00～16:00 

     ※12 月は休みです。次回は 1 月 18 日(火)を予定 

☆場 所：1 階第１会議室 ☆参加費無料(直接会場へ) 

※相談員は社協・包括の職員｡相談内容は守られます 

☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会 

     多摩センター地域包括支援センター 

大人のためのクラフト 

～ 素敵な Xmasのステンドグラス作り ～ 

 

 

 

 

 

☆日 時：11 月 13 日(土) 9:30～12:00 
☆場 所：1 階第１会議室 

☆定 員：8 名 要予約 (受付 10 月 24 日 10:00～) 

☆参加費：1000 円(材料費込み)  

☆主 催：文化部会 

 

ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト 

～ フレイル予防測定会 ～ 

☆内 容：・問診・指輪っかテスト 

     ・歩く速さ測定・体操など 

☆日 時：11 月 20 日(土) 10:00～12:00 
☆場 所：２階ホール 

☆参加費：無料(当日は直接会場へ) 
     ※ 歩行測定があります。動きやすい服装、滑ら 

ない上履きでご参加ください。 

☆講 師：国士舘大学 
多摩センター地域包括支援センター 
多摩市高齢支援課 

☆主 催：福祉部会 

一本杉公園 

ウォーキング共通 

大人のためのクラフト 

～ ミニ門松作り ～ 

☆日 時：12 月 11 日(土) 13:00～ 
☆場 所：菖蒲館中庭 

☆定 員：10 名 要予約 (受付 10 月 24 日 10:00～) 

☆参加費：1000 円 (材料費込み)  

☆主 催：文化部会 

☆協 力：からきだの道の会 


